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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第７区分
【発行日】平成23年12月15日(2011.12.15)

【公開番号】特開2011-148626(P2011-148626A)
【公開日】平成23年8月4日(2011.8.4)
【年通号数】公開・登録公報2011-031
【出願番号】特願2010-13041(P2010-13041)
【国際特許分類】
   Ｂ６６Ｂ   7/06     (2006.01)
   Ｄ０７Ｂ   1/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６６Ｂ   7/06    　　　Ａ
   Ｄ０７Ｂ   1/16    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月25日(2011.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エレベーターのかごを昇降路内で懸架するためのエレベーター用巻上ロープであって、
　複数の子縄が所定の樹脂で接着及び被覆されることによって一体化された内層体と、
　前記内層体の周囲を囲むように前記内層体の長手に沿って設けられ、複数の子縄が所定
の樹脂で接着及び被覆されることによって一体化された外層体と、
を備え、
　前記外層体は、前記内層体に対し、その長手方向に移動可能なことを特徴とするエレベ
ーター用巻上ロープ。
【請求項２】
　前記内層体の子縄は、複数の鋼製の素線を撚り合せたものからなり、
　前記外層体の子縄は、複数の鋼製の素線を撚り合せたものからなる
ことを特徴とする請求項１に記載のエレベーター用巻上ロープ。
【請求項３】
　芯子縄が所定の樹脂で接着及び被覆されることによって一体化された芯体と、
を更に備え、
　前記内層体は、前記芯体の周囲を囲むように前記芯体の長手に沿って設けられたことを
特徴とする請求項１又は請求項２に記載のエレベーター用巻上ロープ。
【請求項４】
　前記芯子縄は、複数の鋼製の素線を撚り合せたものからなり、
　前記内層体は、前記芯体に対し、その長手方向に移動可能な
ことを特徴とする請求項３に記載のエレベーター用巻上ロープ。
【請求項５】
　前記内層体の周囲を覆うように前記内層体及び前記外層体間に設けられ、前記内層体及
び前記外層体に対し、その長手方向に移動可能な樹脂製の中間被覆層と、
を更に備えたことを特徴とする請求項１から請求項４の何れかに記載のエレベーター用巻
上ロープ。
【請求項６】
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　前記中間被覆層は、前記内層体の子縄に塗布された接着剤、及び、前記外層体の子縄に
塗布された接着剤に接着されない樹脂からなることを特徴とする請求項５に記載のエレベ
ーター用巻上ロープ。
【請求項７】
　前記中間被覆層は、前記内層体及び前記外層体の各樹脂よりも低い摩擦特性を有する所
定の樹脂からなることを特徴とする請求項５に記載のエレベーター用巻上ロープ。
【請求項８】
　前記中間被覆層は、前記内層体及び前記外層体の各樹脂よりも低い摩擦特性を有するコ
ーティング材を有することを特徴とする請求項５に記載のエレベーター用巻上ロープ。
【請求項９】
　前記外層体の各子縄は、前記内層体の樹脂に直接対向するように配置されるとともに、
前記外層体の樹脂に接する部分にのみ接着剤が塗布され、前記内層体の樹脂に接する部分
に接着剤が塗布されていないことを特徴とする請求項１から請求項４の何れかに記載のエ
レベーター用巻上ロープ。
【請求項１０】
　前記外層体の各子縄は、前記内層体の樹脂に接する部分に、接着剤を塗布するための下
地処理が施されていることを特徴とする請求項９に記載のエレベーター用巻上ロープ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　この発明に係るエレベーター用巻上ロープは、エレベーターのかごを昇降路内で懸架す
るためのエレベーター用巻上ロープであって、複数の子縄が所定の樹脂で接着及び被覆さ
れることによって一体化された内層体と、内層体の周囲を囲むように内層体の長手に沿っ
て設けられ、複数の子縄が所定の樹脂で接着及び被覆されることによって一体化された外
層体と、を備え、外層体は、内層体に対し、その長手方向に移動可能なものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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